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予算特別委員会

一般会計159億円

特別会計及び企業会計

予算特別委員会において３月 13日～ 15日の３日間慎重に審査した結果、可決すべき
ものと決しました。その後本会議において全会計とも原案の通り可決しました。

令和５年度予算は一般会計約 159億円、特別会計約 69億円、
令和４年度より一般会計約 3.7%、特別会計約 1.4%増額となっています。

国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療

委 員 長　細川　雅子
副委員長　中川　智之

委　　員

令和５年度

市税
51.8

民生費
46.0

公債費
17.7.

衛生費
10.4

土木費
29.9

消防費
6.0

地方交付税
20.0

市債
13.1

繰入金
19.9

使用料
及び手数料

3.0

労働費
1.2

農林水
産業費
4.5

商工費
2.5

分担金及び
負担金
1.3

財産収入
0.3

譲与税
・交付金
9.2

議会費1.8その他0.3

総務費
21.3

教育費
17.4

国・県支出金
32.5 諸収入
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日域　　究、児玉　朋也
網谷　芳孝、西村　一啓
北地　範久、原田　孝徳
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工業用水道事業

公共下水道事業
漁業集落排水
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予算特別委員会における質疑および答弁の一部

総務費
地域公共交通整備事業

Q
A

民生費
成年後見制度支援事業

商工費
産業振興奨励金

土木費
大規模盛土造成地安全対策事業

　公共交通負担金が増額している理由、
また地域公共交通活性化協議会負担金
550 万円を新規に計上した理由を伺う。

　成年後見等報酬助成金について、前
年度と比較し、487 万 8,000 円の増額
となった理由を伺う。

　　導入から12年目になるこいこいバスの、車両修
繕費などの増加。
また令和４年度の当初予算ではコロナ禍で減少した
収入の多少の回復を見込んでいた。しかし令和２年
度から４年度までほぼ横ばいの推移になっているた
め、令和４年度の当初予算と比較して収入見込みを
下方修正したためである。

　　増額となった理由は、助成者の増加によるもの
で、現在、助成を受けている２名に加え、令和５年
度から助成を受ける方が２名。新規で在宅、施設入
所の方の２名、合計６名分の助成を見込み、増額と
なった。

Q A

　産業振興奨励金1,152万円とあるが、
奨励金の交付対象件数等について伺う。

　　令和３年中に新たに設備投資等を行い、固定資
産税の償却資産等の課税標準額が増加した３事業者
から、令和４年度に指定申請があり、その事業者を
交付対象事業者に指定したため、令和５年度に交付
する予定額である。

Q A

　大規模盛土造成地安全対策事業につ
いて調査対象などを伺う。

　　第２次スクリーニング優先度計画を作成し、令
和５年度に御園１丁目と三ツ石町の大規模盛土造成
地について、第２次スクリーニングを行うこととし
ている。

Q A


